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3。能登暦群と鳳至暦群との境界は粟藏暦蚕岩累厨と

東印内砂岩礫岩累暦との聞に置くづきこと。

4。徳成凝次岩累暦と東印内砂岩礫岩累暦とは不整合

　関係にあること。

50本地域は從來軍斜構造をなすと考えられていたが

　東西の背斜軸があることが到明し，金山累暦は町野

　泥岩累暦に対比されることが明らかとなつた。從つ

　て金山地区には亜炭の存在も可能と考えられる。

6。’亜炭を來有する東印内砂岩礫岩累暦は，徳成凝次

岩累暦を基盤岩とする地形の起伏の薯レい盆地内に

堆積したものと考えられ，亜炭の埋藏量はその盆地

　の大小と東印内砂岩礫岩累層中の亜炭グ後に侵蝕さ

熟たか否かにより決定される。

7。　寺山・徳成・金藏等の亜炭は同時代のものであり

黒川のものも略々同時代の生成であると推走ざれる

　が，兎谷の亜炭は明らかに徳成凝友岩累暦に属する

　下部友色凝友岩暦中のものである。

　　　　　　　　　　　（昭和26年1月調査）

553．981：550．8（521．61）

静岡県袋井の天然ガス子察報告
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　　　1）　According　to　our　survey，gas　is

found　to　be　reserve（i　in　the　arenaceous　al－

　1ロvial　deposits　which　cover　the　marine

　Teritary　fOrm置tions．

　　　2）　In　the　south一虚estern　part　of　the

are＆，underground『wat母r　in・the　bed　of　 30－

　80m　deep　cotains　gズeat　quantity　of　NH4，

　Cr，HCO3，free－CO2；but　t五6ir　valtミe　shows

　a　low　potentiality　of　exploitatio尊in　future・

　　　3）　The　fact　that　there，are卑auy　su卜

　face　indicεしtioηs　of　gas，once　being毛血d　none

atpresen磯h・wsthereserv・irdevas松ted・

　昭和26年2月13日より7日，静岡県磐田郡袋井町を中

心とする地域の天然ガスを予察したのゼ，その結果をこ

こに報告する。

　　　　　　　1，地　　　質
本地域は西南にひらく掛川鮮新統の堆積盆地の中に位

置し，地表は小笠礫暦と沖積暦とからなる。小笠礫暦は

　　＊燃料部

暦厚200m内外で友，つて擾乱せず，その下部には厚さ1な

いし数mの暗次色ないし，青友色の灘泥あるいは砂質泥

暦をはさみ，また偽暦のある輝粒砂岩暦が発蓬するが，

礫質砂履，あるいは礫暦が最も顕著である。調査地域で

は一一般に南に29ないし4。傾斜する。小笠礫層上部が露出

する上浅胴村地内ではほとんど砂礫をもつて構成される。

礫は中礫で砂岩礫を主体とし，また古期岩麦，るいは石英

斑岩礫も混在している。泥質岩は腐泥臭があり，時に木

片力｛認められるo

　沖積暦は河岸卒野に分布し，含礫砂・粘土を主体とし，

山聞地ではスクモと称せられる普通数十cmの厚さをも

つ泥炭をはさむ。袋井町附近で暦厚約25mあり，その西

方でほ数十mに達する。

　　　　　　2』天然ガス露頭’
　天然ガス露頭は第1表の如く太田川，原野谷川，およ

びその支流に澹つて分布し1一部は上浅羽村豊住附近に

ある。現に確認しえたもの地点，また過去において炊

事，風呂等の家庭用燃料として利用したものは8地点あ

る。ガ、ス暦の暦位はただ一っの例外（Loc。53）を除い

て，ほかはすべて沖積暦中に存在する。

　　　　　　3．調査範囲
　調査地域は久努村，袋井町，上浅凋村，由原村にわた

り，500m程度の間隔で測点を選び，坑i井は上総掘井，

鉄管打込式手掘井等で，主として飲料水，工場用水であ

るo深度は2mから80mにわたる0

　　　　　4．地下水の性質と分布状況

　深度により0～20距層および30～80m暦に区分しての

38戸（516）
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所有者名 深度
（M）

水位
（M）

気温
。C

久努村下方丈土屋政李　　　　2．一

同　上共同井6．一袋井町高尾岩　井
久努村上方丈清水幸男32．一
〃下貫名大原正
同　上天理教支部34．一
〃上貫名石川’利李　6．802．5～賂
〃』名栗鳥居金18，一
〃　北原川佐藤チヅ

〃新屋天橋屋7．551．一
同　上・共同井’
同　上清水誠8．一1．』〃　久津部役場前共同井36．一　1．2

同　上小学校　　1。57〃　管ケ谷石黒甲李　6．14　4．141
〃　新屋田圃中ノ井戸・
菱葬霧藁斎奔出果叢車スー薯：7

袋井町可睡毛内和夫　2．5　2・0
同　上鈴木茂一2．030．5
餅町噺堪難驕躍…

一
〃
　 可睡口安闇　　清　　4．10

　〃　〃　練瓦工場　3．702・70
円造13．4011。70

同　上共同井15．9014．90
同　上牧　野10．309。10
　〃下地共同井．5．30＋4。30
　〃柳・原撞脳工場・37．一〇。0
同　　　上さかえや商店30。一＋0。5
上浅羽村諸井共　同　井　　1．75　0・4
　〃　浅弱杉島栄．一　3．0810．7

　〃浅名水野・実7。一
　〃　岡山水田中ノ堀抜井　35．一
上浅弱村岡山石黒国作　46，一　〇．6
　〃　豊住井浪健作74．一　〇．0

同　上不　明80。一
袋井町川井鈴木実耶　3．783．33

　〃新町小坂栄一36．一〇．5
同，　上沖ノ川ノ中
袋井町高尾．土居龍李36、一
田原村　　　村　役　場　　　　　0．0

、ル西島　山下安治48．一（＋0．3）

袋井町木原　鈴木鮪次郎　54。一　〇，6

水温
℃
水色
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水量
（1）
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　　　微白濁α1
　　　　　0，2
　　12．一　　　〇．9
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11．511．5黄濁0．1
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’
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0
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9．一17．5
9．517．一
7．一‘．　15．一

5．一15．r

7．一　　14．5－

9．一12．一淡黄

10．一　11．一黄色

　　　稽濁ル
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0．0
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0。4

0．7

0。0

（一〇．1）

0．0

1．4
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phl坑井状況
7．11

6・21
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7．ol約30年前』上総式
7．1130年前
1：ll4。年前

6．71上総掘　17～18年前
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6．51約6年瀧Gasアリ
　：Nowナシ
、6．5
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（第2表） 静岡県袋井町附近ガス徴候一覧表

番号

38

39

、41

42

44

46

47

48

、36

53

54

55

56

位 置

袋井町新町小坂栄一方

袈井町北方沖ノ川河床

今井村役場の北700m

三川村友永

今井村向笠新屋

田原村彦島

久努村新屋北西沖ノ川河床

三川村水洗高橋五卒方水田

上浅羽村豊住

上浅朋村岡山東方500m

上浅弱村豊住西方水田

上浅弱村豊住

上浅羽村浅名

積　類深度ガス量ガス暦1掘難形式現況
　　　　　　　　　〕
坑井

露頭及坑井

坑井一

〃

〃

〃

露頭

〃

坑井

露頭

〃

坑井

〃

mlM31DAY
2510・25

262．40

4　0

26

80

20

0．1±

0
微量

5，0±

0
0

沖積層

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小笠礫暦

沖積暦

　〃

　〃

上総掘

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

上総掘

上総掘

　〃

利用せず

・〃

埋洩
　〃

　〃

　〃
発泡中

埋没
飲料水

利用せず

埋・浅

　〃

備　．　　　考

坑井深度36m昭和23年掘更
後発噴
聞渇的

昭和2年頃よりガス発噴

6ヵ月聞燃料として使用せり

家庭燃料として使用せり

昭i和11年ま・で発噴したるも

地震のため崩壌
水田中径10mの地域に発泡

昭和10年頃まゼ炊事用，浴用
燃料として利用せり
同上

べるo
a）　　30～80m層

（1）水素イオン濃度分布　（第1図）地下水の測点は比

色法によつた。分布は袋井町以南の河岸李野で6・6～7・0
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ペ

　　　　　　　／　　　　　 1　　　　　　　　6　’

　　　　　　！！！
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』　　　　　／・謙ポ
　　　　　　　評榊’繊
　　　　　　　　　1ノ
　　　　　　　　　∂F”　　　　　　　　謙禁，露6！
　　　　　　　　　の　　ノ　　　　　　　　ぼ鶏蕩！．
　　第1図地下水のPHlおよびNH’4分布図（30一一80m）

の弱酸性となり，山際で中性となる。袋井町の北をかす

めて原野谷川に澹いpHの価が小さい部分が細長く入り

込む。

（2）NH4。，C1！，NO〆HCO3’，freeCO2の分布　（第1，

2，3図）　いずれも同一・の傾向を有し，ほぼ袋井町以南

の原野谷川蟹田川沼岸に価が高く，袋井町の西側から北

昏

　　　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　coよ置調　　　　　　　　　一＿　　“帖40
　　　　　　　メ　　ノノ　　　　　　ー／！〆　 ）

　　　　〃欝ン

蘇紅腐箔
　　　　　、簾，

　　　　　　ち　　　　　　鬼鷺

　　　　　曝鵠

　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　糾　3う　　　　　　　　　　　o　o　　　　　　　　　　　’C㊧ユ5　　　　　　　　　　　，　1煽自7『

　　　　　　　　　　ノ　ロ　　　　　　　　　畷
　　　　　　　　　’い㏄尉oo
　　　　　　ノ，第2図地下水中のHCO3・fξeeCO2分布図（30～80m層）

側にかけて細長く高濃度地帯が入り込み，これに対して

川井以北および東側の山手では小ざい価が出ている。た

だ上浅弱村岡山・浅名・豊住附近で，多少この傾向の乱

れが認められる。C1イオンの濃度は本邦ガス田のそれ

に比して価が小さく最大の価をしめす袋井北方：Loc138、

でも86mg／：Lでしかない。またNH4イオンも同様甚
ン
・
だ
小 さいこども注意すべきである。

（3）SO4”，NO3’の分布（第4図）　上述のものに対

してSOノ，NO3ノの分布曲線は近似するが，逆に山手に

高い価を示し，河岸李野側に小さい価を示す・すなわち
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静岡県袋井の蓉然ガス予察報告（伊田一善）
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第3図　地下水中めCr，N（》2ノ分布図（30～80m暦）
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第4図地下水中のSO！，NO3そ分布図（30－80m層）

SO／は山手でo，3一　o．5mg／Lゼあり，NO3ノはP・4

mg／L以上である。

　以上を凄するに田原村新池，彦島およびその南方を中

心とする河岸準野と周囲の山手と性格を異にすること，

すなわちこの河岸李野にNH4●，C1’，HCO〆，freeCO2，

NO〆　の高濃度永塊グ存在し，袋井町ギわ浅羽にわたる

線はそれらの低濃度地樽への移化部に浅）たることを知るo

また袋井町木原のLoc52におけ1る、NO3㊨高いことは’

蟹田川に澹う伏流の存在を意味するかもしれないo

　b）0～20m層
　上述の層に関して典型的に各成分が分布しているのに’

反して，0－20m暦の浅顧こおいてはかなり複雑な状況

を示しているo『

（1）水素イオン濃度分布　30～80血暦φ分布と全く相

反する性格を示し，山手は地形に沼つて低い価が認めら

れ，河岸李野においてはほぼ中性である。山地で殊に酸・

性を示すところは，袋井町の東別所より川井に至る線と，

大門階近准らびに上浅鴉村諸井附置であるo

（2）HCO3！の分布　地下水中のHCO3パの分布は30～

80m暦における分布とほぼ同一傾向を示す。すなわち田・．

原村：Loc50において最高314mgノ：Lとなり，それよ

　　　　　　噸一　　　　　　6輪
　　　　　’髄1　　　　　馬、輻　　　　　　，　　　　　　　、
　　　　　い
　　　　　穣
　　　　1ノ～
　　　　　鹸’l　　　　　　　b3　　博

　　　　吻臨、
　　＼　　／ノ　　／　　　　騨6
　　　5
　　ノ　／／　　！1
　、　　　！　1　　　ノ

11懸幅
　　　　、　　㍉≧ぐ9一

　　　　＼鰍ミ無

ミ　　蘇
馨

第5図地不永中のHcq♂，pH分布図（0’一20m層）

わ東および北に徐麦に含有量が低下する。

（3）NO2ノの分布0－20m暦の地下水中においてNO2ノ

の分布はほとんど調査地の南西部に限られ乳：L6c・30，31

を中心とし，さらに南西にNO2ノあ高濃度地幣の存在

を暗示しているQこれに反して袋井町田原村久努村では

微量ゼ浅，るか，凌）るいは含有しない。この分布形態もま・

た前記の　・HCO3パの分布と同一頬向を有するものと言

える。『
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第6図　地下水中のfree　CO2およびNH40分布図（0～20m暦）
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第7．図　地下水中のqノ，NO2ノ分布図（0～20m層）

（4）NO〆，SO4”，free　CO2の分布　これ等は一般に山

手に高く，河岸李野に低い値が出ている。ただし　30－

80m暦のそれらと異り，かなり不規則ぞある。SO4”の

曲線はほぼ南北につらなり，東に高く西に低い・　NO3ノ’

はほぼ地形に近い曲線を見せている。’ここに著しいのは

free　CO2の曲線ゼあつて，高い値を示すのはほとんど

袋井町り附近で，やはり町の北と東に高いがジ調査の南・

部では小さい値（0．6）を現わしている6袋井町の沖ノ

川に滑つて低値域が存在し，周囲が高い。・これ巌30－

80m暦の分布と相反する。

（5）CI！NHイの分布　前述のほとんどすべての曲線

　　　　　　　讐稔
　　　　　　　　I　　l
　　　　　　　ノ　　　　　　　ノ　　　　ロノ智　　　　　　・　／
　　　　　　／／
　　　　　　’　　／
　　　　　　ご　　ノ　／　　　　博　・’

　　　　　　　料’㊧＼

　　　　　　　息離乙・
第8図地下水中のNO3ノ，SO4”分布図（0～20m層）

　　　第馳図　溶存メタン分布図（0～20m暦）
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静岡県袋弁の天然ガス予察報告（伊田一善）

グよ山地と郭司’岸季野と対琵庶自勺

な変化が認められたが，

C1！と　NH4●との曲線はか’

な．り不規則ゼある。すなわ

ちNH’は30－40m層しにお

いてもそうて凌）つた如く，

全体に甚レく低い価を示

し，その分布曲線は袋井町

の南北の線にやや高く，東

西のいずれにも低くなつて

いる。C1！の分布曲線は袋

井の北では可睡を中心とし

てやや高い価を示すが，ほ

かは南東部に徐々に塘加す

るoこれ等の内50mg／L
を越えるものはない。すな

わち一・般のガス水のC1ノ含

有量からはるかに少ないも

のであるo

（6）溶存メタソ含有量の

分布　下河原メタン計によ

り袋井以西ゐ地域のみにつ

いてみると原野谷川の李地』

にほとんど認められず，北

側の河睡・下末本附近およ

び南側の山地にやや高い価

が出た。しかレながら測定

し得た最も高い価は爾地に

おいて12．5cc／Lであるo
　　　　ノ
　以上を要するに0－20m

暦は調査地の南西部ゼ

HCO3ノとNO2！がやや価
が高くなつてくる傾向が麦）、

り，これに対してpH酸
性，
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第10図　　層別成分頻度表。Alv需～中積暦　Dv禺洪積届（小笠礫暦）「

　　SO4”，動¢e　CO2，NO3’の価が高く，若干のCH4

を有する山地の水がそそぐ欺態が観察できる。すなわち，

その一つは東別所から川井の方向に向い，ほかのもりは

東方から袋井町大門にむかう。’かかる2つの伏流が河岸

卒野の水塊に対して袋井町をはざんで存在する、ことがわ

かつた。

　　　　　　　　5．観察事項の検討
　前項においては藻度によつて区別し，その地下水の性

格を述べ・たが，次に水暦力費中積暦で麦）るか洪積暦（小笠

礫暦）であかが明らかに区別できる坑井を選び，地暦に

より水の性格が相遽するか否かを検討す為。

　各成分毎に各数値を級別し頻度をみると，第10図の通

りで笈，つて，この区分ではNO2！，NO3ノ，SO4”において

ぼ爾暦において大差ないが，C1〆ゼは小笠礫暦ではほと

んど40mg／lL以下になるのに反して，沖積暦ではかな

り広い変化が認められる。HCO3〆でも同様ぞあつて，

小笠礫層中の地下水は100mg〆Lであるが，沖積厨でほ

0－400mg／Lの聞に分布する。NHク4も同様の傾向が若干

認められる5pHは最もあきらかであつて，小笠礫暦で

は5．7－6。6て麦）るが，沖積暦では6、8－7。1の価を示す

ものが最も多い。

　故に以上の事実から棋山博士のいう三角洲堆積層ゼあ

る調査地域の小笠礫層しはC1！，HCO3ノ，NH46の含有量少

なく，pHが5』7ないし6．6の価を持つ地下水を保有す
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る。（なお小笠礫暦も沖積暦も共に不透水暦は爽在する

，が，全体からみて甚だ透水性は大で麦、る）。

　メタン計で認めた微量のCH4，および上浅弱村岡山の

露頭は，この小笠礫暦中のガスに属し，現在少量のガス

をみる袋井町北部・上浅羽村浅名・豊住附近の露頭群

は，むしろ調査地西部にその存在を推定した30－80蹟

暦のNH4●，Cr，HCO3／free　COl』NO21の高濃度地幣ま

たは0－20m暦のHCO3ノ，：NO2高濃度地幣に関係が

浅）ると観察したo

　，本調査地にずδける地下水中の各種成分の分布は（殊に

30－80暦において）典型的形態を示し，酸化帯・還元帯

の関係が明らかである。ただしNO，！の分布がむしろ逡

元帯に入り中間帯輩形成しないこと，全般的にNH4・，C1・

の値が小さいことが著しい。

　　　　　　　6．結　　　論
　1．現在調査地において認めうるガスは沖積層中に包

含される。

2．深度30～80m暦を対象としていえば，本調査区

域は鉱床存在の可能性ある地域の外廓にあたる。調

査区域内では家庭用燃料として小規模に利用しうる

程度のガスは得られる。ただし，永続性は望み得な

し・0

3．深度0～20m暦に関しては調査地およびその近傍

にガス鉱床は期待できない。

4。地下水性およびギス露頭の存在状況からみて，將

來若し必要あれば，、掛川暦群下部より小笠礫岩暦に

わたる聞の地暦のガスのPotetiality、を検討するこ

　と。およびもし沖積暦のガスを目的とする場合は太

田川原野谷川下流流域（上浅胴村南西部，西浅胴村

東浅綱村～幸浦村，横須賀町，編田町，御厨村，豊

浜村）を検討すべきゼあろう。

　　　　　　　　（昭和26年2月調査）　・

詫F）標本ぼ操取から分析までかなりの日敷を要しナこ匁め，その間多少数値の偏差を考慮すべきである。

5531932：550．831（521124／25）

関東挙野北西部本庄一藤岡地方重力探鉱調査報告ら

R6sum6

村上義朗韓・片嵜．邦、之轍

Gm▽i鉛tional　Pros箪ee傾ng　at　Honj6－Fujiok乱　』

　　District，N．W．Side　of　Kant6－plain．

　　　　　by
Y．Murakami＆哀．：Katayose

This　is　a　report　of　gravitational　prospecting

at　the　N’orth－West　comer　of　Kanto　plain

with　P．R．D．P．C．

According　to　our　interpretation　of　an　iso琴al

map　which　we　had，paying　attention　to　the

specific　gravity　of　rocks　cropp五ng　at　the

lleighboufing　mountains　of　the　district，the

gene士al　tendency　of　the　un（1ergroun（1stru（ン

ture　inclines　towards　the　north　except　some

irregUlarities．

According　to　our　collclusio茸，few　comec・

tions　are　foulld　betweell　these　i灯egularities

and　the　latent　o11－structures．　It　since士ely

　hoped　that血any　other　surveys　of　this　dis卜

　rict　will　help　us　in　pushing　us　to　continnue

　Ourstudy．

　　　　　　要　　・　旨
昭和24年度石油開発促進委員会の計画による関東李野

の重力探鉱調査の一・部で，．同準野の北西隅にあたる地方
』
の
調 査報告ゼある。

得られた等重力線を附近の山地に露出する岩石よわ，

得られた比重を基礎として解析した結果，地下構造は全

般的にみて一様に北側に傾斜しているが，その内ぞ二，

三の異常が詔められた。しかしこれらの異常も現在何等

潜在油田構造との関連性の手がかりはないので，今後の

調査により研究を進めたい。

　　　　　　1．緒　　　言
本調査は昭和24年度石油開発促進委員会の計画に基も

き，関東地方における重力計による探鉱調査の一環とし

て行つたもので，調査地としては関東地方北西部より始

めることとし，最北西部は一応帝国石油株式会瀧が担当

し，本所はその南西部に隣接する地域を担当し，昭和25

年2月26日より同年3月30日に至る33日聞にわたり実

菅元物理探鑛部員　轍物理探鑛部
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